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ブダイ科魚類アカブダイの奄美大島から得られた雄の標本に基づく記録，
および水中写真に基づく屋久島からの初記録

ジョン　ビョル 1・本村浩之 2

A single terminal phase specimen (407.2 mm standard length) 
of Scarus xanthopleura Bleeker, 1853 (Perciformes: Scaridae) 
was collected from off Amami-oshima island, Amami Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan. It represents the first record of 
adult male from Japanese waters on the basis of voucher speci-
men. In addition, an underwater photograph of S. xanthopleura 
taken off Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefec-
ture represents the first record of the species from the island.
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 Abstract

材料と方法
標本の計数・計測は Randall and Earle (1993)にしたがっ

た．計測にはノギスを用いて 0.1 mm単位で行い，計測値

は体長に対する百分率（%）で示した．標準体長（standard 

length）は体長（SL）と表記した．標本の作製，登録，撮

影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．生鮮時の

色彩の記載は，固定前に撮影された生鮮時のカラー写真

（Fig. 1）に基づき記載した．本報告で用いた標本と水中写

真は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM: the Kagoshima 

University Museum）の魚類標本（KAUM–I）と魚類写真

資料（KAUM–II）としてそれぞれ登録されている．なお，

本文中に引用したMUFS標本は，宮崎大学農学部海洋生

物環境学科に保管されている．

Scarus xanthopleura Bleeker, 1853

アカブダイ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 160849，体長 407.2 mm，鹿児島県奄美

群島奄美大島近海（28°28′N, 129°28′E；奄美大島名瀬漁港

で購入），2021年 8月 2日，前川隆則．

写真資料　KAUM–II. 109，鹿児島県大隅諸島屋久島志

戸子沖（30°27′N, 130°31′E），水深 15–25 m，2021年 8月 18日，

高久　至．

記載　計数値と体各部の体長に対する割合（%）を

Table 1に示した．体は楕円形で側扁し，体高は背鰭第 7

棘基部で最大．吻は長く，円い．頭部背縁と腹縁はほぼ直

線的．背縁は吻端から背鰭第 7棘基部にかけて上昇し、そ

こから尾柄にかけて緩やかに下降する．眼は小さく，頭部

背縁に近い．眼と瞳孔は正円に近い円形．眼隔域はやや膨

出する．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼

の前縁の前方に位置する．前鼻孔は楕円形，後鼻孔は正円

に近い円形．鰓蓋後縁は円滑である．口は小さく，上顎が

下顎よりわずかに突出する．両顎歯板の外面はなめらかで，

2/3ほど唇に被われる．上顎歯板の後部に犬歯状歯が 2本

ある．肛門は正円形を呈し，臀鰭起部前方に位置する．眼

ブダイ科アオブダイ属（Scaridae: Scarus Forsskål, 1775）

はアカブダイ Scarus xanthopleura Bleeker, 1853をはじめ

とする 52種が含まれ，日本からは 22種が報告されてい

る（Parenti and Randall, 2011；本村，2022）．日本国内に

おいてアカブダイは日向灘，奄美群島（奄美大島，喜界

島，沖永良部島），八重山諸島（西表島，与那国島）など

から記録されているが標本に基づく雄の記録はない（岸本，

1997；島田，2013; Koeda et al., 2016; Iwatsuki et al., 2017; 

Nakae et al., 2018；桜井，2019; Motomura and Uehara, 2020; 

Fujiwara and Motomura, 2020；下瀬，2021）．

2021年 8月 2日に鹿児島県奄美大島においてアカブダ

イの雄が 1個体採集された．この標本は日本近海における

本種の雄の標本に基づく初めての記録となるので，その形

態を詳細に記載する．また，2021年 8月 18日に屋久島か

らこれまでに記録されていなかったアカブダイの水中写真

が撮影されたため，ここに報告する．
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の周囲から吻部，各鰭の基底を除いて，体は大きい円鱗で

被われる．頬部の鱗は 3列．間鰓蓋骨上の鱗は 1列．体の

鱗は胸部が大きく，体の縁辺にすすむほど小さい．側線は

2部に分かれる．前部の側線は鰓孔上端から始まり，体背

縁に対し平行にはしり，背鰭基底後端の直下で終わる．後

部の側線は背鰭第 5軟条直下から始まり，体軸に沿っては

しり，尾鰭基底で終わる．背鰭起部は腹鰭起部の直上．背

鰭基底後端は臀鰭基底後端よりわずかに後方に位置する．

背鰭の棘と軟条の長さは大差がない．背鰭棘は第 5棘が最

長．第 1軟条が最長．臀鰭起部は背鰭第 1軟条起部直下．

臀鰭基底後端は背鰭基底後端よりわずかに前方に位置す

る．第 3軟条が最長．胸鰭起部は背鰭起部の直下より前方．

胸鰭基底下端は腹鰭基底中央部の直上に位置する．胸鰭後

端はやや尖る．胸鰭第 2軟条が最長で背鰭第 9棘の直下に

わずかに達しない．胸鰭後縁はわずかに膨らむ．腹鰭起部

は背鰭起部の直下．腹鰭基底後端は背鰭第 2棘起部直下に

位置する．腹鰭後端は尖り，畳んだ腹鰭の後端は肛門には

達しない．腹鰭最長軟条は第 1軟条で，腹鰭第 1棘より長

い．尾鰭後縁はやや膨らむ．尾鰭両葉は伸長し，上葉が下

葉より長く伸長する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部背面と躯幹部上部

および躯幹部下部は黒みがかった青緑色．頬部と体側中央

Fig. 1. Fresh male specimen of Scarus xanthopleura (KAUM–I. 160849, 407.2 mm SL, terminal phase) from off Amami-oshima is-
land, Amami Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.

Fig. 2. Underwater photograph of female Scarus xanthopleura (KAUM–II. 109) taken by I. Takaku at 15–25 m off Shitoko, Yaku-shi-
ma island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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部はくすんだ赤褐色．頭部腹面は青色．唇は橙色に縁どら

れる．各体側鱗は橙色に縁取られる．背鰭は青色で，中央

に太い橙色の帯がある．臀鰭は青色で基部近くに橙色の細

帯がある．胸鰭，腹鰭，および臀鰭は柿色で，縁は青色．

分布　アカブダイは南日本，台湾南部，フィリピン諸島，
パラオ諸島，モルッカ諸島，小スンダ諸島，マーシャル諸

島，ツバル，キーリング諸島，オーストラリア北西・北東

岸に分布する（島田，2013）．日本国内では日向灘（宮崎

県），奄美群島の奄美大島・喜界島・沖永良部島（鹿児島県），

八重山諸島の与那国島・西表島（沖縄県）（岸本，1997；

島田，2013; Koeda et al., 2016; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et 

al., 2018；桜井，2019; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara 

and Motomura, 2020；下瀬，2021；本研究）と大隅諸島の

屋久島（鹿児島県）（本研究）から記録されている．

備考　奄美大島産標本（Fig. 1）は，頬部鱗列数が 3，

胸鰭軟条数が 15，両顎歯板の外面が比較的なめらか，上

顎歯板の約 2/3が唇で被われる，雄の上顎歯板の後部に犬

歯状歯が 2本ある，後鼻孔が小さい，吻部を含む頭部外郭

は円い，および背鰭前方鱗数が 6であることなどの特徴に

より，Bellwood (1994)によって定義された Scarusアオブ

ダイ属と同定された．さらに，本標本は頭部背面と躯幹部

上部および躯幹部下部が黒みがかった青緑色，頬部と体側

中央部がくすんだ赤褐色，頭部腹面が青色，唇が橙色に縁

どられる，各体側鱗が橙色に縁取られる，背鰭が青色で，

中央に太い橙色帯がある，臀鰭が青色で基部近くに橙色の

細帯がある，および胸鰭・腹鰭・尾鰭は柿色で，縁は青

色であることなどの色彩パターンにより Randall (1997)や

Randall et al. (1997)，Bellwood (2001)によって記載された

アカブダイ Scarus xanthopleura Bleeker, 1853の雄と同定さ

れた．

これまでに日本国内で採集されたアカブダイの標本記

録（例えば，岸本，1984; Nakae et al., 2018；桜井，2019; 

Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020）

はすべて雌のものであった．そのため，岸本（1984）や島

田（1993, 2000, 2013）は本種の特徴として，上顎歯板の

後部に犬歯状歯はない，と記載しているが，これは雌の

みにみられる形質である（雄は 1–2本の犬歯状歯がある；

Randall, 1997）．岸本（1997）は西表島で撮影されたアカ

ブダイの雄雌を水中写真とともに報告した．下瀬（2021）

は八重山諸島から得られたアカブダイの雄雌をカラー写真

とともに報告したが，再調査可能な標本が残されているか

は不明である．したがって，本研究は日本近海におけるア

カブダイの標本に基づく雄の初めての記録となる．

また，屋久島産の写真個体（Fig. 2）は頭部，体側，お

よび各鰭が赤く，各鱗に縁取りがあること，眼の虹彩が赤

いことなどの色彩的特徴が桜井（2019）のアカブダイの雌

とよく一致したため，本種に同定された．屋久島からはこ

れまでに 1,307種の魚類が記録されているが（松沼ほか，

2021；飯野・本村，2022a, b; Koreeda and Motomura, 2022），

アカブダイは記録されていなかった．したがって，本水中

写真はアカブダイの屋久島からの初めての記録となる．な

お，Iwatsuki et al. (2017)は標本に基づきアカブダイを日向

灘から記録したが，詳細な産地が記されていなかった．こ

の記録はMUFS 5958（宮崎県延岡市赤水，1975年採集）

に基づくと思われ（和田英敏氏，私信），延岡市が本種の

分布の北限と考えられる．
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ビングライフの高久　至氏には水中写真の使用許可を頂

KAUM–I. 160849
Standard length (SL; mm) 407.2
Counts

Dorsal-fin rays IX, 10
Anal-fin rays III, 9
Pectoral-fin rays 15
Pelvic-fin rays I, 5
Principal caudal-fin rays 13
Scale rows in longitudinal series 22
Pored lateral-line scales 19+7
Scale rows between lateral line and 

dorsal-fin origin 1 1/2
Scale rows between lateral line and 

anal-fin origin 6 1/2
Median pre-dorsal-fin scale rows 6
Median pre-pelvic-fin scale rows 7
Circumpeduncular scales 12

Measurements (% SL)
Body depth 39.0
Body width 16.8
Head length 34.3
Snout length 15.4
Orbit diameter 4.4
Interorbital width 11.9
Caudal-peduncle depth 15.3
Pre-dorsal-fin length 35.6
Pre-anal-fin length 64.3
Pre-pelvic-fin length 37.5
Dorsal-fin base length 58.8
First dorsal-fin spine length 11.4
Ninth dorsal-fin spine length 13.4
Longest dorsal-fin ray length 13.6
Anal-fin base length 27.1
Third anal-fin spine length 12.3
Longest anal-fin ray length 14.5
Caudal-fin length 19.4
Caudal-concavity length 19.4
Pectoral-fin length 26.8
Pelvic-fin spine length 16.6
Pelvic-fin length 19.0

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentage of 
standard and head lengths, of terminal phase male of Scarus 
xanthopleura from Amami-oshima island, Japan.
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いた．神奈川県立生命の星・地球博物館（元宮崎大学）の

和田英敏氏には宮崎大学所蔵標本の情報を頂いた．標本の

作製・登録・撮影などは鹿児島大学総合研究博物館ボラン

ティアの皆さまと同博物館魚類分類学研究室の皆さまにご

協力を頂いた．Ichthy担当編集委員の畑　晴陵氏には原稿

に対し適切な助言を頂いた．以上の方々に厚くお礼を申し

上げる．本研究は鹿児島大学総合研究博物館の「鹿児島県

産魚類の多様性調査プロジェクト」の一環として行われた．

本研究の一部は公益財団法人日本海事科学振興財団「海

の学びミュージアムサポート」，JSPS科研費（20H03311・

21H03651），JSPS研究拠点形成事業－ Bアジア・アフリ

カ学術基盤形成型（CREPSUM JPJSCCB20200009），およ

び文部科学省機能強化費「世界自然遺産候補地 ･奄美群島

におけるグローカル教育研究拠点形成」の援助を受けた．
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